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原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成 26 年度(2014 年度)第 4 四半期報告書. FERC 

47(4),福井県環境放射能測定技術会議,平成 27 年 7 月. 14433 

発電所の運転および建設状況 平成26年3月～平成26年6月.No.159,福井県安全環境部原

子力安全対策課,平成 26 年 7 月. 12434 

発電所の運転および建設状況 平成26年7月～平成26年9月.No.160,福井県安全環境部原

子力安全対策課,平成 26 年 11 月. 12435 

発電所の運転および建設状況 平成26年10月～平成26年11月.No.161,福井県安全環境部

原子力安全対策課,平成 27 年 1 月. 12436 

発電所の運転および建設状況 平成 26 年 12 月～平成 27 年 2 月.No.162,福井県安全環境部

原子力安全対策課,平成 27 年 3 月. 12437 

発電所の運転および建設状況 平成 27 年 3 月～平成 27 年 6 月. No.163,福井県安全環境部

原子力安全対策課,平成 27 年 7 月. 12438 

浦安市郷土博物館調査報告 第 10 集 浦安の烏賊網漁.浦安市郷土博物館,平成 29 年 3 月. 

12439 

平成 27 年度伊方原子力発電所温排水影響調査 実施状況並びに調査結果.愛媛県. 12440 

平成 27 年度海洋水産資源開発事業報告書:大中型まき網 北部太平洋海域.報告書番号 27

年度№9.国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター.平成 29 年 1 月. 

12441 

研究概要 2007 年度研究成果.(財)電力中央研究所 環境科学研究所,平成 20 年 6 月. 12443 
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沿岸域開発と漁場環境保全の手引き.全国漁場環境保全対策協議会・全国漁業協同組合連合

会,平成元年 12 月. 12445 

第 36 回全国豊かな海づくり大会 実績報告書 ～やまがた～ 森と川から海へとつなぐ生命

のリレー.第 36 回豊かな海づくり大会山形県実行委員会,平成 29 年 2 月. 12449 

平成 27 年度海洋水産資源開発事業報告書:遠洋かつお釣 太平洋中・西部海域.報告書番号 

27年度№4.国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成29年 2月. 

12450 

平成 28 年度資源管理計画等普及講習会 資料.全国漁業協同組合連合会 財政部,平成 29 年

2 月. 12451 

平成 28 年度資源管理指針等高度化推進事業 資源管理等取組事例調査報告書全国漁業協同

組合連合会,平成 29 年 3 月. 12452 

女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果(平成28年度 第3四半期).36(3),宮城県,

平成 29 年 3 月. 12453 

海洋白書 2017 本格化する海洋をめぐる世界と日本の取組み.(公財)笹川平和財団海洋政

策研究所,平成 29 年 3 月. 12454 

茨城原子力 50 周年記念事業記録集 東海村・大洗町 行ってみよう！体験しよう！原子

力.(財)茨城原子力協議会,平成 19 年 3 月. 12455 

IXth International Seaweed Symposium: Science and technology for traditional and 

modern utilization program & abstract. International Seaweed Association,平成

19 年 3 月. 12456 

昭和 62 年度発電所温水利用養魚の成果.(財)温水養魚開発協会,昭和 63 年 9 月. 12457 

平成 8年度発電所温水利用養魚の成果.(財)温水養魚開発協会,平成 9年 9月. 12458 

平成 9年度発電所温水利用養魚の成果.(財)温水養魚開発協会,平成 10 年 9 月. 12459 

平成 11 年度発電所温水利用養魚の成果.(財)温水養魚開発協会,平成 12 年 10 月. 12460 

「原子力発電所よりの温排水利用による海産生物の養殖に関する企業化実証研究」終了報

告書(平成９年度～平成 11 年度).(財)温水養魚開発協会,平成 12 年 2 月. 12461 

原子力モニターから提出のあった意見について.科学技術庁,平成 12 年 5 月. 12462 

環境影響評価制度(アセスメント)に関する国際シンポジウム.環境庁,平成8年9月. 12463 

環境影響評価制度(アセスメント)に関する国際シンポジウム(ｼﾞｭﾚｽ・ｺｽﾙﾃﾝ氏の日本語訳+

原文).環境庁,平成 8年 9月. 12464 

第 5 回内分泌攪乱化学物質問題に関する国際シンポジウム プログラム・アブストラクト集.

環境庁,平成 14 年 11 月. 12465 

環境基本計画 環境から拓く新たなゆたかさへの道.環境省(編),㈱ぎょうせい,平成18年7

月. 12466 

内分泌撹乱化学物質研究発表会 内分泌撹乱化学物質調査研究の進展と課題－.環境庁国立

環境研究所,平成 11 年 8 月. 12467 
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アジア太平洋地域における地球温暖化問題に関する研究ワークショップ サマリー.環境庁

国立環境研究所 地球環境研究センター,平成 3年 3月. 12468 

仔稚魚の視機能とその発現 昭和 59 年度科学研究費補助金(一般研究Ｃ)研究成果報告書.

川村軍蔵・米盛 亨,鹿児島大学水産学部,昭和 59 年 11 月. 12469 

地域性重要水産資源管理技術開発総合研究報告(対馬暖流域のサザエ資源).対馬暖流域サ

ザエ共同研究チーム,平成 3年 3月. 12470 

Summary of the Asian and Pacific workshop on global warming research. Center for 

Global Environmental Research,平成 3年 3月. 12471 

TALK.考えよう,放射性廃棄物のこと.原子力エネルギーの未来のために,TRU 廃棄物の地層

処分.経済産業省資源エネルギー庁放射性廃棄物等対策室,平成 18 年 12 月. 12472 

重点安全研究計画に沿った研究課題の取組状況等について(報告).原子力安全委員会 原子

力安全研究専門部会,平成 18 年 7 月. 12473 

今後の環境研究・環境技術のあり方について－持続可能な未来のために－.今後の環境研

究・環境技術のあり方に関する検討会,平成 9年 12 月. 12474 

第 1 回東京湾シンポジウム報告書.国土交通省国土技術政策総合研究所,平成 13 年 11 月. 

12475 

第 2 回東京湾シンポジウム報告書.国土交通省国土技術政策総合研究所,平成 14 年 3 月. 

12476 

昭和 60 年度組織的調査研究活動推進事業報告書 有明海における漁船漁業の振興に関する

研究.佐賀県有明水産試験場,昭和 61 年 3 月. 12477 

発電所の大量取水が漁業資源に及ぼす影響について(大量取放水漁業資源影響調査検討会

報告書).水産庁研究部,平成 3年 3月. 12478 

覆砂事業効果計測マニュアル.水産庁,平成 16 年 3 月. 12479 

周辺海域漁場基本図作成事業報告書 資料編第 7号 基礎生産力調査.水産庁 研究部研究課,

昭和 63 年 3 月. 12480 

各都道府県における地方設定魚種の漁獲量(1956～1994 年の全国統計対象魚種以外の漁獲

量).池原宏二・小川泰樹,水産庁 資源生産推進部整備課,平成 11 年 3 月. 12481 

豊かな海 沿岸漁場整備開発事業写真集.(財)全国沿岸漁業開発振興開発協会,平成 15 年 3

月. 12482 

平成 21 年度環境・生態系保全活動支援推進事業 環境・生態系保全活動サポート推進事業）

技術サポート情報の分析結果報告書.全国漁業協同組合連合会,平成 22 年 3 月. 12483 

平成 21 年度環境・生態系保全活動支援推進事業(人と海との共生推進事業)保全活動発表事

例集.全国漁業協同組合連合会,平成 22 年 3 月. 12484 

平成 2 年度広域資源培養管理対策推進事業報告書 瀬戸内海東ブロック.和歌山県・大阪

府・兵庫県・岡山県・香川県・徳島県,平成 3年 3月. 12485 

昭和61年度放流技術開発事業報告書 日本海ブロック ヒラメ班 その2.富山県栽培漁業セ
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ンター 富山県水産試験場,昭和 62 年 3 月. 12486 

昭和 59 年度放流技術開発事業報告書(ヒラメ班).青森県・岩手県・山形県・新潟県・富山

県・鳥取県・島根県・岡山県・熊本県,昭和 60 年 3 月. 12487 

昭和 55～59 年度放流技術開発事業総括報告書(ヒラメ班).青森県・岩手県・山形県・新潟

県・富山県・鳥取県・島根県・岡山県・熊本県,昭和 60 年 3 月. 12488 

昭和 59 年度回遊性魚類共同放流実験調査事業報告書 日本海中部海域マダイ班.秋田県・新

潟県・石川県・福井県・京都府,昭和 60 年 3 月. 12489 

回遊性魚類共同放流実験調査事業総括報告書 日本海中部海域マダイ班.秋田県・新潟県・

石川県・福井県・京都府,昭和 60 年 3 月. 12490 

第 50 回原産年次大会.(一社)日本原子力産業協会,平成 29 年 4 月. 12491 

名古屋大学 ISEE 宇宙地球環境研究所.名古屋大学宇宙地球環境研究所,平成 29 年. 12492 

世界の原子力発電開発の動向 2017 World nuclear power plants.(一社)日本原子力産業協

会,平成 29 年 4 月. 12525 

平成 2～6年度放流技術開発事業総括報告書資料編 日本海ブロックヒラメ班.北海道・秋田

県・新潟県・京都府・鳥取県,平成 7年 7月. 12493 

平成 2～6年度放流技術開発事業総括報告書要約編 日本海ブロックヒラメ班.北海道・秋田

県・新潟県・京都府・鳥取県,平成 7年 7月. 12494 

(社)日本栽培漁業協会志布志事業場におけるアサヒガニ種苗生産技術開発の経緯.協会研

究資料 №84.(社)日本栽培漁業協会,平成 15 年 8 月. 12495 

平成 17 年度日本水産工学会学術講演会学術講演論文集.日本水産工学会,平成 17 年 5 月. 

12496 

日本財団助成事業湖沼環境の基盤情報整備事業報告書 －豊かな自然環境を次世代に引き

継ぐために－.(社)日本水産資源保護協会,平成 15 年 3 月. 12497 

日本財団助成事業湖沼環境の基盤情報整備事業報告書 －豊かな自然環境を次世代に引き

継ぐために－支笏湖.(社)日本水産資源保護協会,平成 17 年 4 月. 12498 

海洋の大規模利用と環境影響評価手法に関する調査報告書.(社)日本船舶海洋工学会,平成

18 年 7 月. 12499 

保護水面(人工藻場造成施設)の効果調査計画 －昭和 42 年度中間報告－.兵庫県立水産試

験場,昭和 43 年 3 月. 12500 

放射能調査研究報告書(昭和 59 年度).放射線医学総合研究所, 昭和 60 年 11 月. 12501 

平成 29 年度日本水産工学会学術講演会学術講演論文集.日本水産工学会,平成 29 年 5 月. 

12502 

平成3年度200海里開発促進新技術評価事業(水産庁委託事業)水質計測装置(水温，塩分等)

評価基準.(社)マリノフォーラム 21, 平成 4年 3月. 12503 

平成5年度200海里開発促進新技術評価事業(水産庁委託事業)水質計測装置(モニタリング

装置)評価基準.(社)マリノフォーラム 21,平成 6年 3月. 12504 



54 
 

マリノフォーラム 21 10 年の歩み.(社)マリノフォーラム 21,平成 8年 9月. 12505 

平成元年度～2年度 十里塚地区広域型増殖場造成事業調査報告書(ヒラメ).山形県,平成 3

年 3月. 12506 

昭和 57～59 年度サクラマス幼魚の海水飼育および標識放流.山形水試資料 №140,山形県

水産試験場,昭和 62 年 5 月. 12507 

昭和58～60年度海況海況予報事業報告書.山形水試資料 №139,山形県水産試験場,昭和62

年 3 月. 12508 

昭和 58～61 年度アワビの標識放流調査.山形水試資料 №141,山形県水産試験場,昭和 63

年 3 月. 12509 

粟島 NW130 海里線及び山形県の 25 海里内沿岸域における水温の平均像.山形水試資料 

№147,山形県水産試験場,平成 5年 3月. 12510 

西表島研究 2015 東海大学沖縄地域研究センター所報.東海大学沖縄地域研究センター,平

成 28 年 12 月. 12511 

泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書(平成 28 年度 第 3 四半期).北海道,平成 29 年 3

月. 12512 

泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書(平成 28 年度 第 3 四半期).北海道,平成 29 年 3

月. 12513 

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 平成 28 年度 第 2・四半期.島根県. 12514 

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 平成 28 年度 第 3・四半期.島根県. 12515 

平成 29 年度島根原子力発電所周辺環境放射線等測定計画.島根県. 12516 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 平成 28 年度 第 2報(平成 28 年 7 月～9

月分).石川県,平成 29 年 3 月. 12517 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 平成 28 年度(第 3報 平成 28 年 10 月～

12 月分).石川県.平成 29 年 3 月. 12518 

平成 29 年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画.石川県発. 12519 

平成 29 年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画.北陸電力(株). 12520 

志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 28 年度 第 1 報(春季).石川県,平成 29

年 3 月. 12521 

志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 28 年度 第 2 報(夏季).石川県,平成 29

年 3 月. 12522 

平成 29 年度志賀原子力発電所温排水影響調査年度計画.石川県. 12523 

平成 28 年度版化学物質と環境.環境省環境保健部環境安全課,平成 29 年 3 月. 12524 

東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書(平成 28 年度第 3四半期報).青森県農林水産

部水産局水産振興課,平成 29 年 5 月. 12526 

第 37 回公益財団法人日本水環境学会通常総会.日本水環境学会,平成 29 年 6 月. 12527 

岩波生物学辞典 第 5 版.巌佐 庸・倉谷 滋・斎藤成也・塚谷裕一(編集),岩波書店,東京,
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平成 25 年. 12528 

海洋環境と音響技術.特定非営利活動法人 海洋音響学会 海洋環境と音響技術部会,平成

16 年 12 月. 12530 

水中音響標準調査部会報告書.特定非営利活動法人 海洋音響学会,平成 18 年 2 月. 12531 

海洋動物の音響観測.特定非営利活動法人 海洋音響学会,平成 18 年 5 月. 12532 

海洋音響ライブラリー部会報告書.特定非営利活動法人 海洋音響学会,平成 22 年 1 月. 

12533 

ソナーを利用した海洋生物の資源調査方法研究部会報告書.特定非営利活動法人 海洋音響

学会,平成 24 年 9 月. 12534 

広帯域海洋音響探査技術部会報告書.特定非営利活動法人 海洋音響学会,平成 28 年 11 月. 

12535 

平成 27 年度海洋水産資源開発事業報告書:遠洋まぐろはえなわ 太平洋中・東部海域.報告

書番号 27 年度№1.国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 29

年 4 月. 12536 

女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果(平成28年度 第4四半期).36(4),宮城県,

平成 29 年 6 月. 12537 

平成 28 年度ホシザキグリーン財団 環境修復プロジェクト報告書.公益財団法人 ホシザキ

グリーン財団 環境修復プロジェクト,平成 29 年 3 月. 12538 

グリーンパークで Bird Watching ～20 年の記録～.公益財団法人 ホシザキグリーン財団,

平成 29 年 3 月. 12539 

The effects of noise on aquatic life II(Advances in experimental medicine and biology). 

Popper,A.N. & Hawkins,A.(eds.),Springer,平成 27 年 12 月. 12558 

平成 28 年度原子力行政のあらまし～福島県原子力発電所の廃炉に関する取組～.福島県生

活環境部原子力安全対策課,平成 29 年 3 月. 12540 
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